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発光計測による促進耐候性試験後の劣化評価 

耐候性試験を実施した高分子材料の表面に紫外線レーザー光を照射したときに誘起される発

光の挙動を解析することにより、劣化の進行度を迅速に評価する手法の検討を行いました。 

本技術の内容・特徴 

 

 

従来技術に比べての優位性 

➊ 

➋ 

❸ 

高分子材料の初期劣化を検出 

1 回の測定時間は 10 分以内 

連続測定が可能 

予想される効果・応用分野 

➊ 

➋ 

❸ 

耐候性評価にかかる時間の短縮 

耐候性に優れた高分子材料の開発に応用 

開発スピードの向上 

 

提供できる支援方法 

 オーダーメード開発支援 

 共同研究 
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材料（添加剤等）の違いにより
発光量・スペクトルに差

促進耐候性試験により
発光量・スペクトルが変化
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